
34

ん
で
い
る
。
筆
者

は
こ
の
動
き
に
距
離
を
置
き
「
地
方

暮
ら
し
の
幸
福
」
に
つ
い
て
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
そ

の
成
立
条
件
と
社

会
的
課

題

を
客

観

的
に
明

ら
か

に

し

よ

う

と
す

る
。

そ

の
た
め

、

広

島

県

の

「
地

方
中

枢

拠
点

都
市

圏
」

（
安

芸
郡

府
中

町

）

と

「
条

件
不

利
地

域

圏
」
（
三
次

市

）

を
調
査
地
と
し
て
、

戮
戯

″
ド

・

四

幸
福
と
若
者

量

的
調

査
で

は

、
２

０

１
４

、
2
0

1
5

年
度
の
若

者
調
査

（
2
0～
3
0代

、

８

６
７

票
）
、

質

的

調

査

で
は
同

じ

く
6
0人

程
度

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調
査

に

基

づ
い
て

、

次
の
よ

う
に

分
析
す

る
。
地

方
暮

ら
し
と
若
者

の
「
不
幸
」

に

つ
な

が

る
社

会
的
排

除

の
メ
カ
ニ

ズ

ム
に

焦
点

を
当

て

る
枠
組

み
（
社

会

的

排
除

モ

デ
ル

）

と

、
「
幸
福

」

の
可

能

性
を

捉
え

る
枠

組
み

（
社
会
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しの幸福と若者地方暮ら

的
包

摂
モ

デ
ル
）

と

の
関

係

を
整

理

す

る

。

そ

の
う
え

で

、
「
幸

福
」

の

説
明
モ

デ
ル

と
し
て

「
経

済
的
要
因

」

と

「
存
在

論

的
要

因

（
非

経

済
的

要

因

）
」

を

区
別

す

る
観

点

を
示

す

。

た

と
え
ば

、

実
家

に

依
存

せ
ざ

る
を

え
な

い
経

済

状
況

や

閉
鎖

的

な
仲

間

コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ
と
、
消

費

社

会
の

進

化
や

ウ
ェ

ブ

杜
会

の
成

立

に
よ

る
地

元
・

地
域

つ

な
が
り

の
強

化
と

い

う

二
面
を
指
摘
す

る
。

評
者
は
考
え

る
。

社
会

学

の

こ
の
よ

う

な
立

体

的
把

握

は
、

や

や

も

す
る

と
政

策

の
実

現

の

た

め
に

一
面

的

に

な
り

が

ち

な
教

育

関
恢

者

に
と

っ
て

示
唆

に

富
む

も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、

現
状

変

革

を
あ
ま

り
考

え
な

い
社
会

学
に

対

し
て

、
教

育
は

新
し

い
価
値

の

創
造

を
目

的
と

す

る

活

動

で

あ

る

。

こ

こ

で

言

う

「
地

方

中

枢
拠

点
都

市

圈

」

と

「
条

件
不
利

地
域

圏
」

の
両

方

で
、

社
会

学
の

リ
ア
ル

な
認

識
に

習

い
な

が
ら

も
、
「
幸

福

に
つ

な

が

る

存

在

論
的

価

値
」

を
若

者
と

と
も

に

新
た

に
創

り
出

す
必
要

が
あ

る
と

い

え
よ

う
。

（
聖
徳

大

学
教
授

・
西

村

美
東

士
）
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